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平
成

年

月

日
（
金
曜
日
）

23

3

4

に
、
当
署
会
議
室
に
お
い
て
昨
年
度

に
続
く
第

回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2

活
動
等
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
連
絡
会
設
置
要

領
が
了
承
さ
れ
今
回
か
ら
施
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
以
降
の

活
動
状
況
の
情
報
交
換
、
企
業
や
小

学
校
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
状
況
に
つ

い
て
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

当
署
の
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

が
こ
れ
ま
で
推
進
で
き
た
の
は
、
企

業
等
団
体
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

月

日
～

日
に
、
森
林
管
理

1

27

28

局
で
開
催
さ
れ
た
「
北
の
国
森
林
づ

く
り
技
術
交
流
会
」
に
お
い
て
、
森

林
ふ
れ
あ
い
係
長
が
、
『
国
民
参
加

の
森
林
づ
く
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
の
取
り
組
み
』
に
つ
い
て
を
発

表
し
、
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
も
参
加
団
体
へ
報
告
し
ま
し

た
。ま

た
、
各
団
体
か
ら
の
意
見
交
換
で

は
、『
森
林
づ
く
り
は
大
事
で
あ
る
が
、

木
を
使
う
こ
と
も
大
事
で
、
植
樹
だ
け

で
は
な
く
、
枝
打
ち
や
間
伐
な
ど
の
実

施
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
』
な
ど
の

意
見
も
だ
さ
れ
、
今
後
に
む
け
て
の
検

討
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
国
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
へ
の
ニ
ー
ズ
は
続
い
て
い
く

な
か
で
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
各

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
石
狩
地
域
森
林

環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
、
遊
々
の
森

等
の
森
林
環
境
教
育
に
関
連
す
る
活
動

や
国
民
か
ら
の
各
種
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
参
加

団
体
』

8

・
北
海
道
林
業
技
士
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

森
林
遊
び
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
海
道
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

支
笏
湖
復
興
の
森
づ

く
り
の
会

・
北
ぐ
に
の
森
づ
く
り
サ
ー
ク
ル

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ね
お
す

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

藻
岩
山
き
の
こ
観
察
会

・
森
林
再
生
技
術
研
究
所

（
菊
地

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

連
絡
会
を
開
催会議風景
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平
成

年

月

23

3

4

日
（
金
曜
日
）
積
丹

町
余
別
地
区
の
『
げ

ん
き
の
森
』
に
お
い

て
、
積
丹
町
と
石
狩

森
林
管
理
署
が
連
携

し
て
、
余
別
小
学
校

の
児
童
を
対
象
と
し

た
今
年
度

回
目
の

2

森
林
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
積
丹
町
が

行
っ
て
い
る
『
海
・

森
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
み
た
い
』

～
森
を
育
み
た
い
！

海
を
育
み
た
い
！
地

域
で
自
然
環
境
を
守

り
た
い
！
～
と
い
う

活
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
、
当
日
は
、

余
別
小
学
校
の
全
校
児
童

名
と
先
生

6

方

名
合
わ
せ
て

名
が
参
加
し
、
積

3

9

丹
町
か
ら
は
職
員

名
、
当
署
か
ら
は

3

講
師
と
し
て
職
員

名
が
参
加
し
ま
し

3

た
。ま

ず
初
め
に
、
余
別
小
学
校
の
近
く

の
広
場
で
、
当
日
の
森
林
教
室
の
流
れ

と
注
意
事
項
を
説
明
し
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
西
洋
か
ん
じ
き
）

積丹町余別小学校 雪の中で森林教室を開催

～『海・森 HUG くみたい』活動で、樹名板

と巣箱を設置！～

を
履
い
て
『
げ
ん
き
の
森
』
ま
で
向
か

い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
初
め
て
履
く
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
に
興
味
津
々
で
、
そ
れ
ぞ

れ
歩
く
感
触
を
確
か
め
て
い
る
様
子
で

し
た
。

現
地
に
着
い
て
か
ら
は
中
原
余
市
首

席
森
林
官
か
ら
樹
種
の
特
徴
な
ど
を
児

童
に
説
明
し
、
『
カ
ラ
マ
ツ
』
『
ト
ド

マ
ツ
』
『
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
』
な
ど
、
児

童
が
覚
え
た
樹
木
に
樹
名
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

次
に
、
林
内
に
鳥
の
巣
箱
を
設
置
。 スノーシュー体験

初
め
て
取
り
付
け
る
の
で
、
先
生
方

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
春
に
な

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
巣
箱
に
鳥
が
来
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
取
り
付
け
て
い
ま
し

た
。今

後
も
、
積
丹
町
と
の
連
携
に
よ
り
、

森
林
・
川
・
海
の
繋
が
り
に
係
わ
る
森

林
環
境
教
育
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

（
元

余
市
森
林
事
務
所

児
玉
） 巣箱の取り付け

山
火
事
予
防

山
火
事
予
防
期
間

平
成
二
三
年
四
月
一
日

～
平
成
二
三
年
六
月
三
十
日

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
山
で
は

雪
解
け
な
ど
に
よ
り
枯
葉
や
枯
草

が
多
く
現
れ
、
空
気
の
乾
燥
や
風

な
ど
の
気
象
条
件
も
重
な
り
、
山

火
事
発
生
の
危
険
度
が
高
い
時
期

と
な
り
ま
す
。

毎
年
起
こ
る
林
野
火
災
の
多
く

は
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
、
た
き

火
、
農
地
等
へ
の
火
入
れ
の
不
始

末
等
の
『
人
災
』
が
原
因
と
言
わ

れ
て
お
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
気
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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平
成

年
１
月

日
・

日
の
２
日

２３

２７

２８

間
に
わ
た
り
北
海
道
森
林
管
理
局
大
会

議
室
に
お
い
て
「
北
の
国
・
森
林(

も

り)

づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
は
森
林
技
術
部
門
・
国
民
の
森

林
部
門
・
高
校
部
門
・
森
林
ふ
れ
あ
い

部
門
に
分
か
れ
、
各
森
林
管
理
署
、
自

治
体
、
高
等
学
校
な
ど
か
ら
全

課
題

３７

と
試
験
研
究
機
関
か
ら
の
特
別
発
表
が

行
わ
れ
、
当
署
か
ら
は
、
森
林
ふ
れ
あ

い
部
門
に
「
国
民
参
加
の
森
林(

も
り)

づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
取

組
み
」
と
題
し
、
菊
地
森
林
ふ
れ
あ
い

係
長
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
当
署
に
お
い
て

件
約

４８

３７９
ha

の
各
種
協
定
を
企
業
と
締
結
し
て
お

り
、
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
に
お
い

て
、
こ
の
大
面
積
を
整
備
す
る
に
当
た

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
企
業
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
連
携
し
て
取
組
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
組
み
状

況
・
課
題
等
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
見
事
「
北
海
道
森
林
管
理
局

長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
３
月
４
日
当
署
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
連
絡
会
」
に
お
い
て
、
各
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々
に
も
お
知
ら
せ

し
、
今
後
も
署
・
企
業
団
体
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
の
基
、
こ
の
３

者
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
維
持
継
続
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
陣
内
業
務
第
一
課
長
）

記念撮影

平
成

年
度

２２

「
北
の
国
・
森
林
づ
く
り

技
術
交
流
発
表
会
」

に
つ
い
て

発表中の菊地森林ふれあい係長

授賞式
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当

署

と

平

成

年

月

２０

１１

に
森
林
整
備

推
進
協
定
を

締
結
し
、
共

同
の
施
業
団

地
を
設
定
し

民
有
林
と
国

有
林
が
一
体

と
な
っ
て
森

林
整
備
を
推

進
し
て
い
る

積
丹
町
か
ら

情
報
提
供
が

あ
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

積
丹
町
か

ら
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
に

よ
り
ま
す
と
、

東
日
本
大
震

災
の
被
災
地

で
急
が
れ
て

い
る
仮
設
住

宅
の
建
設
に

役
立
て
る
た

め
、
本
年
度

計
画
し
て
い

た
更
新
伐
を

早
急
に
実
施

「積丹町が町有林から
仮設住宅用丸太を提供へ」

し
資
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
い
ち

早
く
原
木
を
供
給
す
る
と
の
こ
と
で

す
。日

本
た
ば
こ
産
業
（
Ｊ
Ｔ
）
の
協

力
で
本
年
度
か
ら
森
林
環
境
保
全
整

備
事
業
に
着
手
す
る
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積

丹
」
の
協
定
森
林
の
う
ち
、
カ
ラ
マ

ツ
の
伐
採
木
を
活
用
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
町
は
伐
採
木
を
木
材
業
者

へ
販
売
し
、
木
材
業
者
は
そ
の
う
ち

杭
丸
太
２
千
本
（
約

戸
分
に
相
当
）

８０

に
つ
い
て
、
仮
設
住
宅
向
け
の
資
材

と
し
て
メ
ー
カ
ー
等
へ
納
め
る
と
の

こ
と
。

ま
た
、
伐
採
木
の
販
売
収
入
の
一

部
は

被

災

地

に

義

援

金

と

し

て

送

ら

れ

る

予

定

と

な

っ

て

い

る

そ

う

で

す

。

４
月

日
に
、
後
志
総
合
振
興
局
長

２７

ほ
か
多
数
の
関
係
者
の
参
加
に
よ
り

「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
震
災
地
仮
設
住
宅

用
杭
丸
太
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。北

海
道
森
林
管
理
局
と
し
て
も
３

月

日
に
発
生
し
た
東
日

１１
本
大
震
災
の
復
旧
用
杭
丸

太
適
材
の
供
給
要
請
に
対

応
で
き
る
よ
う
そ
の
資
材

の
確
保
及
び
機
動
的
な
販

売
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
１
日
も
早
く
仮
設

住
宅
が
建
設
さ
れ
る
よ
う

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
業
務
第
二
課
長
）

今年は国際森林年です

着々と準備がされています

作業風景
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石
狩
湾
新
港
地
域
内
に
お
け
る
不
法

投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
が
、
新
港
工
業
団

地
内
の
道
路
周
辺
を
は
じ
め
、
防
風
林

内
や
河
川
敷
地
、
海
岸
線
沿
い
の
広
範

囲
に
及
ん
で
自
然
景
観
を
損
な
う
な

ど
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

クリーン作戦開会式

そ
の
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て

不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
一
斉
撤
去

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
環
境

保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
例
年

春
と
秋
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
４
月

日
が
実
施
日
で
し
た
が
、
昨
年
と
は

２７一
転
し
て
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
作
業

日
よ
り
で
し
た
。

今
回
も
す
で
に
現
場
で
実
施
し
て
い

る
人
を
含
め
る
と
約

名
の
参
加
者
で

４００

実
施
さ
れ
、
我
々
石
狩
署
の
職
員

名
１２

は
銭
函
の
防
風
林
を
中
心
に
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
箇
所

で
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
、
弁
当
の
食
い
が
ら 今回の作戦で回収されたゴミ（一部）

タ
イ
ヤ
、
家
電
・
生
活
用
品
等
、
多
種

多
様
の
ゴ
ミ
が
大
量
に
捨
て
ら
れ
て
お

り
、
あ
ら
た
め
て
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
感
が
し
ま
し
た
。

今
後
も
年
２
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
、
石
狩
湾
新
港
地
域
内
の
環
境

保
全
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た

１
日
で
し
た
。

ま
た
、
野
幌
自
然
休
養
林
に
つ
い
て

も
年
２
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
職
員
の
方
の
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

（
中
山
技
術
専
門
官
）

石
狩
湾
新
港
地
域

「
春
季
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

の
実
施
に
つ
い
て

警告看板も設置しています
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平成２３年度流域管理推進アクションプログラム実施メニュー

流域管理推進のための具体的取組：石狩森林管理署

取 組 名 実施 実施 関係

（ 新 規 ・ 継 続 取組の概要

・拡充） 場所 時期 機関

間伐材や木質バイ 石 狩 ・ 空 知 ４月～３月 活 性 化 協 議 ○流域内の国有林における森林土木工事等において積極的に間伐

オマス資源利用の 署 、 北 空 知 会 、 石 狩 振 材を利用

需要拡大に向けた 支署管内 興 局 、 空 知 ○国有林における間伐材等の使用リーフレットを作成し普及啓発

普及啓発(継続） 総 合 振 興 局 ○木質バイオマス資源の利用促進を図る

外

低コスト・効率的 石 狩 ・ 空 知 ４月～３月 活 性 化 協 議 ○石狩・空知森林行政連絡会議を開催し，各機関との情報交換

な路網整備等の推 署 、 北 空 知 会 、 石 狩 振 ○低コスト・効率的な作業システムの普及啓発

進(継続） 支署管内 興 局 、 空 知

総 合 振 興 局

外

森林整備協定締結 石狩署管内 ４月～３月 ＮＰＯ法人、 ○関係市町村と連携したなか、水源林整備・保全を目的とした森

等による森林整備 市町村等 林整備協定の締結を推進

（拡充） ○防風保安林の整備・管理協定の締結を推進

○民国連携した森林整備の推進

○水源地域のＰＲ・国有林見学等の支援

台風１８号の被害 石狩署管内 ４月～３月 ＮＰＯ法人、 ○市民参加の森づくりの観点から公募型行事の開催

跡地のＮＰＯ等に 森 林 ボ ラ ン ○ＮＰＯ・森林ボランティア団体と森林整備協定締結と活動の支

よる森林再生（継 ティア団体、 援

続） 市町村等 ○環境保全プログラムの開催による普及啓発

「ふれあいの森」 石狩署管内 ４月～３月 ボ ラ ン テ ィ ○「ふれあいの森」での活動支援

での活動支援等林 ア団体等 ○ボランティア団体等が行う森林づくりへの情報提供

業体験活動の推進

（継続）

積丹地域共同施業 石狩署管内 ４月～３月 積 丹 町 ・ 札 ○共同施業団地での現地検討会開催

団地における森林 幌 水 源 林 整 ○森林整備推進協定に基づく運営会議の開催

整備の推進（継続） 備事務所他

「遊々の森」での 石狩署管内 ４月～３月 教 育 関 係 機 ○「遊々の森」での活動支援等

活動支援等森林環 関等 ○ニーズ・要望に応じた森林教室等の実施

境教育の取組（継 ○ＮＰＯ団体等と連携したなか、一般市民への森林観察会等の実

続） 施

安全安心のための 石狩署管内 ４月～３月 地 元 自 治 体 ○地元住民への現地説明会等

森林保全事業の普 等 ○国有林野事業の PR

及啓発（拡充）

魚を育む森林づく 石狩署管内 ４月～３月 管内漁協他 ○漁協等の森林づくり活動の情報提供並びに支援

りの推進(継続）

生物多様性保全に 石狩署管内 ４月～３月 北海道大学、 ○現地調査等の実施

配慮した取組の推 ＮＰＯ他 ○関係者が連携した共同研究等の実施

進(継続） ○外来種対策の実施
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平
成

年
３
月

日
付
け
で
、

23

31

次
長
の
鎌
田
壽
男
さ
ん
、
野
幌
森

林
事
務
所
の
東
海
林
幸
枝
さ
ん
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

名
の
職
員
が
、
新
た
な
職
場
へ
異

7
動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

※
（

）
内
は
前
職
名
、
併
任
・

事
務
取
扱
は
省
略
し
て
い
ま
す

お疲れ様
でした

い
ざ

新
天
地
へ
・
・
・

■
北
海
道
森
林
管
理
局

森
林
整
備
部

治
山
課調

査
係
長

(

支
笏
森
林
事
務
所
森
林
官)

西
尾
悠
佑

■
北
海
道
森
林
管
理
局

計
画
部

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

森
林
技
術
専
門
官

〈
檜
山
署
併
任
・
駐
在
〉

（
土
木
係
長
）

瀧
口

聡

■
胆
振
東
部
森
林
管
理
署

稲
里
森
林
事
務
所

森
林
官

(

明
治
森
林
官)

中
澤

朋
良

■

日
高
北
部
森
林
管
理
署

振
内
森
林
事
務
所首

席
森
林
官

(

厚
田
首
席
森
林
官)

川
村

稔

■
空
知
森
林
管
理
署

治
山
課
長(

治
山
課
長)

鈴
木

浩

■
日
高
南
部
森
林
管
理
署

業
務
第
二
課

販
売
係
長

（
販
売
係

係
員
）

井
神

翔
太

■
胆
振
東
部
森
林
管
理
署

業
務
課

森
林
育
成
係

(

余
市
森
林
事
務
所

所
員)

児
玉

勝
敏

４
月
１
日
付
け
で
赴
任
し
た
職
員

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
出
身
地

②
家
族
構
成

③
趣
味
・
特

技

④
自
己
分
析
（
四
字
熟
語
）

⑤
な
に
か
一
言

次

長

伊
藤

俊
之

①

札

幌

市

②
妻
、

長
女
、

長

男

③

野

球
観
戦

（
日
ハ
ム
と
巨
人
の
フ
ァ
ン
で
す
）

④
無
芸
大
食

⑤

年
ぶ
り
の
署
で
の
勤
務
に
な
り
ま

15
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

治
山
課
長

鶴
見

仁

①
埼
玉
県

②
妻
、
長

男
（
３
歳
）
、

次
男
（
０

歳
）
、
犬
（
８

歳
）

③
家
具
作

り
、
キ
ャ

ン
プ
、
一

坪
菜
園

④
晴
耕
雨
読

⑤
家
が
近
所
で
す
の
で
、
家
族
共
々
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

厚
田
森
林
事
務
所

首
席
森
林
官

名
田

興
生

①
帯
広
市

②
妻
、
長

男長
女

③
ス
ポ
ー

ツ④
未
記
入

⑤
石
狩
地

区
は
、
初

め
て
の
勤
務
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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支
笏
森
林
事
務
所

森
林
官沖

野

正
和

①
上
磯
郡
木
古
内
町

②
妻
と
子
供
２
人

③
読
書
、
音
楽
鑑
賞

④
優
柔
不
断

⑤
羽
幌
町
の
森
林
事
務
所
か
ら
異
動
し

て
き
ま
し
た
。

早
く
こ
ち
ら
に
慣
れ
よ
う
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

明
治
森
林
事
務
所

森
林
官

村
井

義
明

①
岩
見
沢
市

②
独
身

③
お
酒
を
飲
む
こ
と
、
温
泉
め
ぐ
り
等

④
一
言
一
行

⑤
お
酒
が
好
き
な
の
で
、
ご
一
緒
に
飲

め
る
方
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
誘
っ

て
く
だ
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

土
木
係
長

櫻
庭

佳
男

①
北
海
道

②
妻
、
長

女次
女

③
サ

ッ
カ

ー
観
戦
（
日

本
代
表
の

み
）
、
キ
ャ

ン
プ
、
ス
キ
ー

④
熱
願
冷
諦

⑤
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
係

係
員

的
場

香
奈

①

兵

庫

県

②
父
、
母
、

妹
、
犬

③

ス

ポ

ー

ツ(
特
に
バ

ス

ケ

）

Wii

④

晴

耕

雨

読

（

独

身

な
の
で
気
ま
ま
に
生
活
し
て
い
ま

す
！
）

⑤
知
識
は
少
な
い
で
す
が
、
や
る
気
は

満
々
な
の
で
、
一
生
懸
命
学
ん
で
、
少

し
で
も
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
様
、
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

余
市
森
林
事
務
所

所
員

三
幣

宣
明

①
旭
川
市

②
父
、
母

③
読
書
、

ベ
ー
ス

④
軽
挙
妄

動⑤
胆
振
東

部
か
ら
来

ま
し
た
。

現
場
は
初
め
て
な
の
で
わ
か
ら
な
い
事

だ
ら
け
で
す
が
、
皆
様
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

４
月
１
日
付
異
動
で
、
次
の
と
お
り
担

当
が
替
わ
り
ま
し
た
。
改
め
て
お
世
話

に
な
り
ま
す
。

※
（

）
内
は
前
職
名
、
併
任
・

事
務
取
扱
は
省
略
し
て
い
ま
す

■
業
務
第
二
課

課
付

（
森
林
技
術
専
門
官)

鴨
志
田

一
美

引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
多
数
の
死
者

と
行
方
不
明
者
を
出
す
大
惨
事
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
よ
り
良
い
広
報
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
の
で
、
投
稿
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
次
長
）

表
題
写
真
提
供伊

藤

札
幌
森
林
官

石
狩
森
林
管
理
署
広
報
委
員
会

委
員
長

次
長

委

員

総
務
課
長

流
域
管
理
調
整
官

総
務
係
長

事
務
局

森
林
ふ
れ
あ
い
係

住

所

〒

‐
064

0809

札
幌
市
中
央
区

南

条
西

丁
目

‐

9

23

1

10


